
Ｒ３年度

当初予算額

120億0000

11億0130

3億7200

18億4145

保 険 事 業 勘 定 18億2600

介 護 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 事 業 勘 定 1545

3億2440

4000

2億4300

370

170

39億2755

27億2940

186億5695

66億5695特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特

　

別

　

会

　

計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内

訳

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

会　計　名

令
和
３
年
度
当
初
予
算
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事

業
会
計
の
合
計
額
は
１
８
６

億
５
６
９
５
万
円
で
前
年
度

対
比

１３
億
８
２
３
７
万
円
の

増
額
予
算
（
８
．
０
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
表
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

１
２
０
億
円

で
前
年
度
比
▲
５
億
５
千
万

円
減
（
▲
４
．
４
％
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は

３１
億
８
５
５

２
万
円
、
収
入
総
額
の

２６
．

５
％
で
前
年
度
よ
り

１１
．

８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
や
庁
舎
・
病

院
関
係
基
金
か
ら
の
繰
入
額

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

依
存
財
源

地
方
交
付
税

と
い
う
国
か
ら
頂
く
お
金
は
、

特
例
加
算
が
な
く
な
り

４５
億

４
千
万
円
（
総
額
の

３７
．

８
％
）
で
昨
年
と
同
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

庁
舎
病
院
の
建
設
に
よ
る

過
疎
債
の
大
幅
増
な
ど
で
借

入
総
額
が

２５
億
８
千
万
円
と

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
復

旧
事
業
の
繰
越
し
に
よ
る

国
・
県
支
出
金
の
大
幅
な
減
な

ど
に
よ
り
、
依
存
財
源
は

８８

億
円
強
（

７３
．
５
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

本
年
度
の
借
金
の
返
済
額

（
公
債
費
）
は
、
Ｈ

３０
年
度

災
害
普
及
工
事
、
Ｈ

２９
年
度

い
ず
み
保
育
所
建
設
の
過
疎

債
償
還
が
始
ま
り
６
３
５
１

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
当
初
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
１
０
０

億
３
千
万
円
で
前
年
度
よ
り

▲
９
千
万
円
減
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
末
の
地

方
債
（
借
金
）
残
高
の
総
額
は

１
４
１
億
４
千
万
円
と
な
り

前
年
度
よ
り

１２
億
円
程
度
の

増
と
な
る
予
定
で
す
。

な
お
、
令
和
元
年
度
末
の
町

民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高

は
１
３
７
万
５
千
円
と
な
り

ま
す
が
、
交
付
税
措
置
な
ど
借

金
の
性
質
を
考
慮
す
る
と
積

立
金
総
額
の
ほ
う
が
借
金
総

額
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
令和３年４月１０日 ＮＯ５９
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令和３年度

当初予算



R3 .3 月補正 R 3.3月補正後予算 適　　　用

-4 億22 85 1 48 億33 77

42 72 10 億93 38 財政調整基金積立4206

- 23 36 3 億59 40 広域連合納付経費▲2336

17 86 18 億88 87 介護ｻｰﾋﾞｽ3000、介護予防▲1119

-2 08 2 億74 08 一般管理費▲427、

20 43 86 施設管理費20

15 2 億92 92 施設管理費15

10

1 80

35 49 39 億54 41

- 48 39 8 億84 82 医業費▲949、施設整備費3890

-4 億35 75 1 96 億73 00

- 12 90 48 億39 23特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特

　

別

　

会

　

計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

単位：万円（四捨五入）

令和２年度

会　計　名

令和２年度予算会計別総括表

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 -▲755 8286 議会経費▲561、議員報酬▲194

総務費 -▲3億1315 42億0084
庁舎建設▲2憶7524、一般管理経費▲435、定住促進▲636、ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｧﾝﾄﾞ310、
源流の里▲466、生活交通▲1000、特別定額給付金給付▲1048

民生費 -▲5541 18億6925
社協補助▲241、高齢者福祉▲309、介護保険会計▲193、後期高齢者会計▲
2336、放課後児童▲438、ひとり親臨時特別交付▲380、児童扶養手当▲460

衛生費 -▲4523 14億3221
医療従事者奨学金▲1575、コロナﾜｸﾁﾝ436、病院事業会計▲2384、　環境美化
▲306、簡易水道会計▲174、農集排会計▲1099

農林水産費 -▲3967 9億9799
中山間直接支払▲1575、地域営農支援▲701、多面的機能▲331、農業振興対
策▲620、農地耕作▲637、ひろしまの森248、182ステーション207

商工費 2834 3億9626 事業継承支援290、事業継続・雇用維持支援（ﾍﾟｲﾍﾟｲ）2570

土木費 1960 4億1389 長寿命化▲600、町道（社会資本整備交付金事業日の郷線）2621

消防費 -▲2279 4億3912 常備消防▲746、災害対策▲500、豪雨災害対策▲500

教育費 -▲504 7億7692 成人式開催▲49、保健体育施設管理▲100、体育館管理▲100

災害復旧費 -▲2億0554 18億9799
現年発生農地農業施設復旧▲7647、過年度発生農地　〃復旧▲400、現年発生

林道復旧▲780、現年発生道路橋梁復旧▲7914、過年度発生　〃▲3797

公債費 -▲787 13億1107 長期債元金償還係費▲254、長期債利子償還経費▲531

諸支出金 2億3145 9億7536
財政調整基金積立4026、保健医療福祉基金積立5636、かがやきネット管理運営

基金積立1億323、協働のまちづくり事業基金積立1029

予備費 4000

合　計 -▲4億2286 148億3376

　　　　令和３年３月一般会計補正予算（令和２年度３月分）

令
和
２
年
度
補
正
予
算
（
Ｒ
３
年
３
月
）
は
、

表
の
と
お
り
で
、
事
業
費
の
確
定
、
精
算
見
込

に
よ
る
減
額
補
正
が
主
な
も
の
で
す
。

《
主
な
増
額
補
正
》

〇
４
月
予
定
の
参
議
院
議
員
選
挙
経
費

〇
土
木
費
・
国
費
追
加
「
町
道
日
の
郷
線
」

〇
コ
ロ
ナ
予
防
対
策
分

備
品
購
入
・
事
業
者

支
援
・
消
費
喚
起
ペ
イ
ペ
イ
追
加
４
千
万
円

〇
剰
余
金
を
活
用
し
た
基
金
造
成
（
財
調
基
金
）

〇
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
運
営
補
助

寄
付
金
を
加

ハード事業では、災害普及工事と庁舎病院建設

ソフト事業では、コロナウイルス対策などを最優先に

取り組む

○災害復旧関連（Ｈ30．７月豪雨関連予算）

令和３年度＝１２億２７９７万円（繰り越し分含む）

（Ｈ３０年からの関連予算総計は、３９億９３４９万円）

〇庁舎建設事業 １０億９０９５万円

○Ｒ３年度主な新規事業と予算（単位：万円）

＊奨学金事業・・・返済定住者に２/３補助 ７５

＊情報通信基盤整備・・・ＢＳ４Ｋ８Ｋ対応等１５２９

＊観光振興計画策定・・・委託料 ５５０

＊ｺﾛﾅｳｲﾙｽワクチン接種関連・・・４１５８

＊予防接種事業・・・システム改修委託 １２４

＊こばたけ保育所・・・基本設計・用地など ４１００

＊ファミリサポートセンター設置・・・研修補助 ２８

＊交通安全推進・・・ｻﾎﾟｶｰ（1/6）・ｼﾆｱｶｰ（国の 1/2）

上限５万・・・３２５

＊ＤＸ推進事業・・・システム推進負担金 ６０８

＊小中高校教育推進・・・外部指導者委託 ３００

＊英語教育推進事業・・・海外体験（２０万×１０人）

２００

＊給食施設管理・・・神石高原ランチ（毎月実施）

３６５

算
。
寄
付
金
総
額
は
４
４
１
万
３
千

円
と
な
っ
た
。

〇
１
８
２
Ｓ
Ｔ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
予
算
追
加
・
冷
凍
庫
購
入

〇
病
院
電
子
カ
ル
テ

基
金
造
成

《
主
な
繰
越
事
業
》
（
全
体

１５
億
強
）

〇
災
害
復
旧
事
業

１１
億
８
１
９
０
万
円

〇
地
籍
調
査
事
業

１
億
１
０
３
６
万

〇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
促
進

４
０
０
０
万

〇
新
庁
舎
備
品
購
入

３
１
０
０
万



条
例
制
定
・
改
正
の
主
な
も
の

○
機
構
改
革
（
未
来
創
造
課
の
新
設
）

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

 
 

＊
新
規
１
件
、
継
続

６１
件

教
育
長
の
任
命
（
再
任
）
同
意

・
氏

名 
 

馬
屋
原

健
治

氏

・
住

所 
 

井
関
１
０
３
１

・
任

期 
 

委
嘱
日
か
ら
３
年

お
試
し
オ
フ
ィ
ス
の
運
用

木
野
山

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
今

年
こ
そ
成
果
の
上
が
る
事
業
と
し

て
頂
き
た
い
。

具
体
策
を
。

岡
崎
政
策
企
画
課
長

令
和
２
年

度
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
ウ
エ
ブ

で
行
っ
た
。
３
社
の
視
察
、
新
規
起
業

は
２
件
、
開
設
準
備
も
２
件
あ
り
、

こ
の
取
り
組
み
は
継
続
す
る
。

企
業
誘
致
と
デ
ジ
タ
ル
化
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
２
名
を
招
致
し
、
よ
り

一
層
の
成
果
を
目
指
す
。

町
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
事
業

木
野
山

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
Ｐ

Ｒ
も
行
う
と
の
事
だ
が
内
容
を
。

岡
崎
政
策
企
画
課
長

来
年
度

早
々
に
「
ラ
イ
ン
」
と
契
約
を
結
び
、

新
規
に
取
り
組
む
事
業
の
情
報
を

中
心
に
発
信
し
た
い
。

木
野
山

個
人
情
報
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を
期
し
、
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

地
産
・
地
防
事
業
の
委
託
業
者
は

木
野
山

ド
ロ
ー
ン
の
防
災
事
業

有
効
活
用
な
ど
実
証
実
験
フ
ィ
ー

ル
ド
に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
た

め
に
事
業
委
託
す
る
業
者
と
、
新
た

に
設
置
す
る
地
域
創
造
課
・
デ
ジ
タ

ル
推
進
室
に
招
聘
す
る
専
門
家
と

の
関
係
は
。

岡
崎
政
策
企
画
課
長

デ
ジ
タ
ル
推

進
室
の
専
門
家
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
全

般
を
担
当
す
る
の
で
パ
ー
ツ
で
あ
る

ド
ロ
ー
ン
事
業
委
託
者
と
は
直
接
関

係
が
な
い
。

木
野
山

事
業
内
容
が
町
民
に
見

え
る
よ
う
に
展
開
が
出
来
れ
ば
よ

い
と
思
う
。

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
将
来
展
望

木
野
山

行
政
が
縮
む
中
で
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
が
、
新
規
事
業
の
提
案
も
な
く

予
算
配
分
も
な
い
。
将
来
展
望
は
。

矢
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

自

助
共
助
公
助
の
活
動
の
中
で
具
体
的

取
り
組
み
を
す
る
た
め
に
、
そ
れ
以

上
の
財
源
が
必
要
と
な
ら
ば
、
今
後

検
討
し
た
い
。

放
課
後
子
供
教
室
事
業

木
野
山

令
和
３
年
度
か
ら
の
国

庫
補
助
金
採
択
要
件
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入
」
が
必
須

化
と
な
る
。

と
の
事
で
す
が
、
そ
の
趣
旨
と
対

応
策
を
伺
う
。

矢
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

地

域
の
皆
さ
ん
と
学
校
が
協
働
で
学

校
を
今
よ
り
良
く
し
て
い
く
と
い
う

流
れ
と
思
う
。

本
町
と
し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
対
応
し
た
い
。

今
後
の
財
政
運
営
は

木
野
山

令
和
３
年
度
の
地
方
債

の
残
高
は
１
４
１
億
４
千
万
円
で

昨
年
度
よ
り

１２
億
円
程
度
増
加
。

起
債
発
行
予
定
額
も
、
昨
年
度

よ
り
大
幅
に
増
。

基
金
残
高
状
況
は
、
財
政
調
整

基
金
は
前
年
度
よ
り
５
億
１
千
万

円
の
減
、
基
金
総
額
は
、
９
千
万

円
程
度
の
減
と
な
る
見
込
み
。
財

政
状
況
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
推
計
と
計
画
は
。

瀬
尾
総
務
課
長

現
在
、
庁
舎
病

院
の
建
設
で
合
併
後
最
も
大
き
な

予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
令

和
６
年
で
１
０
０
億
程
度
と
な
る
。

そ
れ
以
降
は
９０
億
程
度
に
減
少

す
る
。

ま
た
、
こ
ば
た
け
保
育
所
や
Ｒ
Ｄ

Ｆ
廃
棄
物
集
中
運
搬
施
設
の
建
設

な
ど
大
規
模
工
事
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

収
入
も
国
税
を
中
心
と
し
て
減

少
す
る
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
厳
し

い
状
況
が
続
き
経
常
収
支
比
率
も

９０
％
程
度
と
な
る
見
込
み
だ
。

各
種
事
業
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
経
費
の
抑
制
と
効
果
的
な
事

業
執
行
が
必
要
だ
。

ま
た
安
定
し
た
有
利
な
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

政策企画課

まちづくり
推進課

デジタル推進室

政策企画係

プロジェクト
推進係

協働支援・
生涯学習係

情報観光係

政策企画課

未来創造課

デジタル
推進係

ＤＸ推進、情報施策、

システム運営管理、

企業誘致など

まちづくり
推進係

政策企画係

計画、統計、商工観光、

秘書、広報公聴、庁舎跡地、
第２定住団地整備計画、

ファンドなど

住民自治、ふるさと納税、

定住、生涯学習、社会教育
など

火災消化・人命救助などドローンデモ
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町
長

①
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

歳
入
の
減
少
に
よ
り
、
今
ま
で
と

は
違
う
自
治
体
ス
タ
イ
ル
を
作
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
行
政
が
担
っ
て

い
た
仕
事
を
“
解
体
”
し
、
本
来

や
る
べ
き
主
体
に
返
し
、
多
く
の

課
題
を
「
協
働
」
と
い
う
考
え
方

で
克
服
し
た
い
。

②
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
れ

ば
、「
遠
隔
医
療
」
や
「
自
動
運
転
」

な
ど
の
実
現
に
よ
り
労
働
力
不
足

の
解
消
な
ど
中
山
間
地
域
の
課
題

が
克
服
さ
れ
る
。
ま
た
、
ド
ロ
ー

ン
の
実
証
実
験
な
ど
の
環
境
作
り

や
、
法
整
備
、
民
間
企
業
と
の
連

携
す
る
取
り
組
み
を
一
層
進
め
た

い
。

③
農
業
委
員
会
な
ど
農
業
の
関
係

団
体
と
事
前
に
協
議
し
、
新
し
く

「
協
議
会
」
を
組
織
化
し
た
い
。

「
協
議
会
」
で
は
農
地
の
維
持
管

理
、
農
業
公
社
や
関
係
組
織
、
生

業
と
し
て
の
農
業
の
在
り
方
、
基

盤
整
備
を
含
め
た
土
地
利
用
な
ど

課
題
を
し
っ
か
り
議
論
い
た
だ

き
、
町
の
農
業
振
興
に
向
け
た
将

来
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

④
「
特
定
事
業
組
合
」
を
、
多
く

の
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
設
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
求
人
を
行
い
、

人
材
を
シ
ェ
ア
し
合
う
事
が
出
来

る
。
ま
た
、
求
人
に
応
じ
た
者
は

通
年
雇
用
で
職
が
安
定
す
る
た
め

就
職
し
や
す
い
、
な
ど
本
事
業
は

こ
う
し
た
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。

本
町
の
よ
う
な
、
過
疎
化
が
急

速
に
進
む
地
域
で
は
こ
の
制
度
を

利
用
し
活
用
す
る
こ
と
は
大
い
に

意
義
が
あ
る
。

⑤
本
町
で
は
、
長
期
総
合
計
画
の

中
で
、
観
光
振
興
の
将
来
目
標
を

掲
げ
て
は
い
る
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
や

戦
略
・
基
本
方
針
を
定
め
た
観
光

振
興
に
特
化
し
た
個
別
計
画
が
な

い
。観

光
は
地
域
経
済
活
性
化
の
推

進
力
で
あ
り
地
方
創
生
に
関
わ
る

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

具
体
的
取
り
組
み
は
計
画
策
定

の
中
で
検
討
す
る
。

木
野
山

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

ど
う
し
て
も
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
焦
ら
ず
少
し
ず
つ

町
民
の
同
意
を
得
な
が
ら
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。
新
年
度
と
な
り
多

く
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
、
総
合
的
な
連

携
に
よ
り
町
民
全
体
で
こ
の
町
を

ど
う
す
る
か
考
え
て
い
く
。

ま
さ
に
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人

の
一
歩
を
思
い
返
し
て
頂
き
、
町

政
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

町
長

一
人
の
百
歩
も
大
事
な
の

で
、
両
方
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

菅
首
相
は
本
年
９
月
に
デ
ジ
タ

ル
庁
を
設
置
す
る
と
か
。
に
わ
か

に
各
県
市
町
と
も
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
が
重
要
施
策
と
な
っ
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
を
利
用

し
た
施
策
が
多
い
中
で
、
３
月

１７

日
Ａ
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
で
大
混

乱
。
ま
だ
あ
る
よ
と
月
刊
Ｈ
誌
５

月
号
で
追
打
ち
。
Ｃ
国
へ
の
オ
フ

シ
ョ
ア
は
、
民
間
は
も
ち
ろ
ん
、

年
金
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｘ
、
住
基
、
社
保
、

ま
で
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
中

国
（
都
市
部
）
、
韓
国
で
は

９０
％

を
裕
に
超
え
る
。
日
本
で
は

１８
％

強
。
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
根
底

に
日
本
文
化
が
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
数
の
個
人
保
有
率
は
日

本
の
方
が
高
い
。
考
察
は
次
号
で
。

我が町の将来を見据え、未来創造課を新設

するにあたり、

①協働のまちづくりをより進化させる意義と

②新技術の活用におけるＤＸ推進の内容と、

その計画を伺う。

また、「安心 幸せ さらなる挑戦」を念頭

に編成された重要施策の内、

③持続可能な農林業、商工業夫振興のために

設置される「協議会」への具体的構想、

④国が新しく事業化した、「特定事業組合」制

度を本町にどう生かすのか。

⑤また新しく「観光振興計画」を策定する目

的と取り組みを伺う。


